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シート防水施工事例

清水建設ものづくり研修センター
塩化ビニル樹脂系シート防水機械的固定断熱工法
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都留文科大学　新講義棟
塩化ビニル樹脂系シート防水機械的固定断熱工法

金沢プール
エチレン酢酸ビニル樹脂系シート防水密着工法

上武大学アリーナ
熱可塑性エラストマー系シート防水機械的固定断熱工法

豊岡市立弘道小学校
加硫ゴム系シート防水接着工法
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木造建築におけるシート防水について
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［賛助会員広告］ ［賛助会員広告］

太田市美術館・図書館

屋外バルコニー部防水仕様 ： エチレン酢酸ビニル樹脂系シート防水　密着工法
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： 石川建設
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● 表紙写真 ：

１．はじめに

　現在、公共建築木造工事標準仕様書にはシート防水の記載は
ありません。しかしながらシート防水の使い勝手の良さや納まり
の柔軟性等から比較的頻繁に採用されている実態があります。
今回は木造建築に焦点をあて、使用条件や納まり等を検討致し
ました。

２．木造建築の特徴と注意点　

　木造建築の場合、RC造やS造と違い下地に用いる材料が
木材のため下地強度や寸法安定性等に注意が必要となります。
特に木材は湿気や水分の吸収量が大きく、一度吸水すると乾燥
しづらい材料です。
接着工法の場合、施工直前に夜露等により濡れてしまうと乾燥
が遅く、接着不良やふくれの原因となり、浮きやはがれという
二次的な不具合につながりやすくなります。
機械的固定工法の場合は下地材の乾燥程度はあまり問題にな
りませんが、母屋材や垂木材が過乾燥になると割れやすく、また
下地材の乾燥不良は防水末端部のシーリング材の付着性に
問題が生じる場合があり注意が必要です。また、固定金具を
設置する部位が母屋や垂木となるため、母屋材や垂木材への
固定ビスの引抜き強度、アンカー固定による割れの発生等注意
が必要です。
　2016年12月に発生した糸魚川市街地の大規模火災では
飛び火による類焼が数多く発生し、近年稀にみる大災害となりま
した。
シート防水では多くのメーカーが飛び火認定を取得しており、
機械的固定工法や接着工法の両工法での対応が可能です。

　防水下地材には接着工法、機械的固定工法とも主に下記の
ものが採用されています。

　住宅における排水の水勾配は、瑕疵担保履行法により保険
制度の適用をうけるための設計施工基準が各保険会社で定め
られており、各社とも1/50と規定されています。奥行きの広い
ベランダの場合、1/50では水上での防水立上り寸法が確保で
ないケースが出てきます。
設計施工基準第3条では同基準で規定する防水仕様と同等
以上の性能を有するものを各保険法人が認める適用除外の
仕組みを設けており（3条確認）、保険の引き受けを行うことが
できます。前述の水勾配については、1/100まで認める各保険
法人の適用除外の確認書を各メーカーで取得しています。取得
内容、取得している保険法人については、各防水メーカーに確認
をお願いします。
外壁面と取り合う部分については、結露防止を目的に通気層を
設けるケースが多く、水切りや防水端部の処理に注意が必要
です。
　
３．工程　

（１）接着工法の場合

　※加硫ゴム系シートの場合、②の後に出入隅角の増張り処理、ドレン周辺
　　の増張りが加わります。
　※塩化ビニル樹脂系シートの場合、⑥の後に成形役物の増張りが加わり
　　ます。

（２）機械的固定工法の場合

４．納まり

　木造建築の場合、モルタルのように水勾配の調整をとること
が難しくなります。また、排水ドレンを一段下げて取り付けるな
ど納まり上の工夫が必要な場面が出てきます。
以下、代表的な納まりの例をあげます。
防水下地として一般的には耐水合板の2枚張となります。水勾
配は原則1/50となりますが、前述3条確認による水勾配の緩
和可否を確認してください。設計施工基準によりサッシ下の立

５．終わりに

　シート防水は50年の歴史をもって採用されてきました。施工
法も確立され軽量で比較的簡便に施工できることや均一な防水
層を形成できる利点を活かし、その需要を伸ばしてきました。
　前述のように木造建築独特の留意事項もありますが、養生時
間も少なくて済み、飛び火認定の必要な木造に適した防水材と
いえます。これからもご採用頂ける機会が増えますことをお願い
申し上げます。

　各々厚みや重ね枚数は飛び火認定と関わりますので、メーカー
各社への確認が必要です。また、野地板を支持する部材も木製
と鋼製があり、寸法規格や間隔等確認を要します。

　①普通合板
　②構造用合板
　③コンクリート型枠合板
　④硬質木毛セメント板

　※加硫ゴム系シートの場合、シート敷設の前に出入隅角への増張りやドレ
　　ン周囲の増張りが加わります。
　※塩化ビニル樹脂系シートの場合、④接合部処理の後、成形役物の設置
　　が入ります。
　　また、固定金具によるシートの固定工法が先付・後付、接合部内設置等
　　により手順が入れ替わる場合があります。

上り高さは120㎜以上、その他の壁との取合い250㎜以上と
なっています。また、ルーフバルコニーは屋根扱いとなりますの
で、22条指定地域、準防火指定地域および防火指定地域では
飛び火認定の有無も確認しておく必要があります。

サッシ下 
H=120mm <

ドレン固定金具

ドレン固定金具

300㎜程度

防水テープ 防湿フィルム

合板2枚張

H=250mm <

　　① 板材間の継手処理

　　② 接着剤の塗布

　　③ シート仮敷

　　④ シート裏面接着剤塗布

　　⑤ シート張り込み

　　⑥ シート相互の接合部処理

　　⑦防水末端部処理

▼

▼

▼

▼

▼

▼

　　　①固定金具のビス固定

　　　②シートの敷設

　　　③固定金具とシートの接合

　　　④シート相互の接合部処理

　　　⑤防水末端部処理

▼

▼

▼

▼

木造パラペット納まり例 木造横ドレン納まり例 サッシ下納まり例

　⑤硬質木片セメント板
　⑥普通木毛セメント板
　⑦普通木片セメント板
　⑧けい酸カルシウム板


